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カラ コルム出土1348年 漢蒙碑 文

一 嶺北省右丞郎中網管牧糧記 一

松 川 帰
口負

は じめに

モンゴル帝国の首都カラコルムQaraQorumは,1260年,第5代 カーン ・ク

ビライQubilaiの 大元ウルスの成立 とともに,帝 国の中心としての地位を大都 ・

上都にゆず り,モ ンゴリアにおける中心的要塞都市 となった.1368年 にモンゴ

ルが北帰 してからもしばらくのあいだ,カ ラコルムはモンゴリアにおける中心都

市であり続けたが,次 第に衰え,1585年,当 地にチベット式仏教寺院エルデニ ・

ゾーErdenijuuが 建立されたときには,す でに廃壇となっていた模様である.

カラコルム遺蹟には,当 時の栄華を物語る様々な石刻史料が現在に至るまで

残されている.中 でも,19世 紀末にロシアのラ ドロフRadloff探 検隊によって

発見された漢蒙碑文 『勅賜興元閣碑』(至正丙戌;1346年)は,カ ラコルム城建

設の歴史を物語る重要な史料 として学界の注 目を集めた.今 回取 り上げる碑文

は,同 じくラ ドロフ探検隊によって発見された漢蒙碑文 『嶺北省右丞郎中網管

牧糧記』(至正戊子;1348年)で あり,碑 陽が漢文22行 とウイグル字モンゴル文

5行,碑 陰は漢文(磨 耗によりほとんど読みとれない)と ウイグル字モンゴル文

4行 から成る.本 稿で扱 う碑陰のモンゴル文は,今 までまったく解読が発表され

ていないものである.

1.先 行研 究

本碑文の存在は,上 述のラ ドロフ探検隊がその成果を1892-99年 に 『古代モン
(1)

ゴリァ遺蹟地図』として出版し,拓 影を発表 した ときから学界に知られている.

(1)Rad豆off1892-99,plateXLV,fig.1-2.
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ラ ドロ フは,こ の碑 文 を 「エ ルデニ ・ゾー内,ゴ ルバ ン ・ゾー 【rurbanjuu】 堂
(2)

宇の前方にある大石碑上の漢文銘文」と説明するが,内 容については漢文であ

ること以外,言 及 していない,

本碑の内容を最初に明らかにしたのは,李 文田(撰)『 和林金石録』(1897年)
(3)

である.李 文田は碑陽の漢文を著録 したに止 まったが,羅 振玉はさらにラ ドロ

フの拓影及び自ら蒐集 した拓本 と対校 し,詳 細な校勘記を1929年 に完成させ
(4)

た.そ の校勘記によると,碑 陽については,漢 文の後に蒙古字五行が記されて

いることを明 らかにし,碑 陰については,チ ベット文字が刻されており,そ の

内容は碑陽と関連 しないため,明 代にモンゴル人仏僧が仏呪を刻 したにすぎな

いであろうとしたが,碑 陰の漢文 とモンゴル文の存在には言及しなかった.

この間,コ トヴィッチKOTBHqと ポッペnonneが 現地調査の際に当碑文の存

在を確認している.し かし,そ の内容については,コ トヴィッチが 「ゴルバン ・

ゾー堂宇の前方 より正確にはツァニ ト堂宇の近 く一 に建つ漢文碑文の

両面に数行のモンゴル文テキス トが認められた...漢 文碑文上のモンゴル語銘文

は,充 分良好に保存 されているが,そ の内容は,大 部分漢語の音写であ り,た

だ官職名を示 しているだけで,漢 文で記 された内容を意味するにす ぎない.モ
(5)

ンゴル語の部分は,ほ んの数個の単語からなっているだけである」とし,ポ ッ

ペは 「漢文碑文.こ の碑文中若干行は古代蒙古の書体で書かれ,漢 文碑文中に
(6)

ある諸固有名詞の音写である」と説明して,モ ンゴル文テキス トの存在には言

(2)SeeRadloff1892-99,Inhaltsverze孟chniss.

(3)百 部 叢 書 集 成 第79,簸 鵜 閣 叢 書 所 収 本.壷 北 藝 文 印 書 館.

(4)李 文 田(撰)羅 振 玉(校 定)『 和 林 金 石 録 』.石 刻 史料 新 編 ・第2輯 第15冊 所 収.

(5)KσrBH肪1918,pp.206-208.コ トヴ ィ ッチ は,論 文 中 で言 及 さ れ る2カ 所 で,共 に 当

碑 文 を ラ ドロ フ拓 影 のXLVIと す る,seeKoTBHqb1918,pp.206,207.し か し これ は 単

純 な誤 解 で あ り,XLVと す る の が 正 しい.ラ ドロ フ拓 影 のXLVIは 「和林 兵 馬劉 公 去

思 碑 』の碑 陽 ・碑 陰 両 面 で あ り,拓 影 に よ る 限 り,モ ン ゴル文 字 は一 切 記 され て い な

い.現 在,エ ル デニ ・ゾ ー 院 内で 「嶺 北 省 右 丞 郎 中総 管 牧 糧 記 」碑 と並 ん で 放 置 され

て い る のが,こ の 『和 林 兵 馬劉 公去 思 碑 」で あ る.そ の 録 文 は,李 文 田(撰)羅 振 玉(校

定)『 和 林 金 石 録 』14b-17b(pp.11470。ll472)参 照.

(6)Honnel929.な お,こ の論 文 は筆 者 未 見 の ため,引 用 には 邦 訳(ポ ッペ1942,pp.17,

32)を 利 用 した.
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及するものの,解 読するだけの必要性を見いださなかったのであった.

ところで,ラ ドロフが1892年 に発表 した拓影によると,こ の碑文には,碑 陽

の末尾に5行 のウイグル字モンゴル文,碑 陰上部に数行のウイグル字モンゴル文

が存在することがわかる.こ れ らモ ンゴル文については,ハ ンガリーのモンゴ
(7)

ル学 者 リゲテ ィLigetiに よ って,1972年 に初 めて転写録文が発表 された.転 写

に付 され た リゲテ ィの解題 は以下の とお りで ある.

漢文テキス トによると,こ の碑文は,嶺 北(モ ンゴル語転写はLingbui;カ ラコルム

に比定される)省 の右丞 ・郎中 ・総管から出された小麦を集めることに関わる.モ ン

ゴル語の5行 は,漢 文22行 のすぐあとに位置する.碑 石の裏面にはもっと長いモンゴ

ル語テキス トがあるはずであるが,写 真に基づ くと,確 信を持って判読できるのは

TemOgeの 名前だけである.碑 文の年代は,漢 文テキストによると,1348年 である.

リゲテ ィが テキス トを起 こ したの は碑 陽のモ ンゴル文のみで あった.ま た,

リゲ ティは,参 照 文献 と して,Kara,G.,"lnschptionsino-mongoledeQara-qorum

del348."AOH25を 挙 げているが,カ ラの論文 は当該 雑誌 には発 表 され てお

らず,ま た管 見の限 り,現 在 までいか なる形で も公表 されていない.

2.研 究経緯

筆者が本碑 に注目したのは,京 都の立命館大学図書館に所蔵されているその

碑陰拓本を1991年 に閲覧 した ときからであった.拓 本の右下欄外に 「和林倉碑
ク　ロン

庚戌夏 日 三多 識」と記されてあるため,こ の拓本は清朝最後の庫倫辮事大臣

であった三多(サ ンドー)が,庚 戌年,す なわち1910年 の夏に採拓させたもの

であることがわかる.ラ ドロフの拓影を見ても,立 命館大学所蔵拓本を実見 し

ても,碑 陰の磨耗は相当進行 している.立 命館大学所蔵拓本を仔細に調べた結

果,碑 陰上部に見 られるモンゴル文が全部で4行 であ り,ど の行も比較的短いこ

とと,碑 陰の中 ・下部にわたって漢文複数行が存在 し,第1行 に 「北京道糧谷立

(7)Ligetn972,p.27.な お,こ こで リゲ テ ィが 本 碑 を ラ ドロ フ拓 影 の`回ancheXIV"と

す るの は,"plancheXLV"の 誤 植 で あ る.
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石題名」とあることを確認できたが,そ れ以下を著録することは著 しく困難で

あった.

1996年 夏より,文 部省海外科学研究費による日本 ・モンゴル共同研究 「突廠 ・

ウイグル ・モンゴル帝国時代の碑文及び遺蹟に関する歴史学 ・文献学的調査(略

称:ビ チェース ・プロジェクトBicheesProject)」(研究代表者:森 安孝夫大阪大

学教授)が3年 計画で開始された.こ れに先だち,予 備調査が1994年8月 に行な

われ,筆 者はカラコルムを訪れて,現 地で本碑石 を探索する機会に恵まれた.

エルデニ ・ゾー寺院は,カ ラコルム遺蹟の南部につくられてお り,104基 のス

トゥーパ を持つ城壁によって取 り囲まれている.東 西南北にそれぞれ門があ

り,現 在は南門が参拝者や観光客用出入口になっている.院 内には複数の堂宇

があ り,南 面を原則 とするモンゴルの仏教寺院としては珍 しく,そ れらはすべ

て東面 している.ラ ドロフの報告に基づいて,ゴ ルバン ・ゾー堂宇前方(=東

方)の 草むらを探索すると,ほ どなく2つ の碑石が発見された.そ のうちの1碑

が,目 指す漢蒙碑文であった.院 内全体の配置から見ると,碑 石は東北部分に

横たわっていることになる.

碑石は碑陰を上にして横たわっており,碑 陽を見るために動かすことは人力

ではまったくできない,碑 陰の状態は想像以上に悪 く,写 真にはまった く写 ら

ず,眼 視でも文字の判別が困難なほどである.予 備調査の段階では採拓許可 を

取っておらず,時 間的制約 もあったので,か ろうじて眼視でモンゴル文4行 の

うち最初の3行 を筆写するに止まった.

1996年 の科研本調査初年度,8月23～24日 に再びカラコルムのエルデニ・ゾー

寺院を訪れ,本碑文を調査 した.碑石は2年 前の予備調査時と同じ状態で碑陰を上

にして横たわってお り,やはり碑陽を見ることはまったくできなかった.そ こで今

回は,眼視で確認で きない部分を解読するためにモンゴル文の部分を採拓 した.

調査の最大の成果は,新 たに採拓することによって,碑 陰のモンゴル文4行 を

完全に解読できたことである.な お,碑 陰中 ・下部の右半分にわたって刻され

ている漢文を精査 したところ,眼 視でも100文字以上の存在を確認できたが,磨
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耗が激 しく採拓 ・著録に著 しい困難を伴った.そ れゆえ,本 稿では碑陰のモン

ゴル文4行 の解読を主 とし,碑 陰漢文の解読は今後の課題とする.ま た,目 賭 し

得なかった碑陽については,ラ ドロフ発表拓影か らの著録 と簡単な註釈を付す

るに止め,歴 史史料 としての本碑の総合的研究は,碑 陽を実見 してから行なう

こととしたい.

3.碑 石 の 状 態

現地で実見 した ところ,碑 石 は一枚石で,碑 頂の両端が丸 く削 られ た碑首一

体 タイプである.上 を向いている碑 陰側 で,長 さ234cm,幅85cm,厚 さ27cmで

あ った.下 になっている碑陽側は長 さが10cm長 く,244cmあ る.碑 石基部 には亀

跣或 いは基台 に差 込むためのソケ ッ トが突 出てお り,途 中で折 れたあ とが見 て

取 れ る.現 存す るソケ ッ トは,長 さ12cm,幅29c蹴,厚 さが19cmで あ った.

立 命館大学 図書館所 蔵の碑 陰拓本 を測 る と,長 さ233cm,幅85cmあ り,現 地

での計測 結果 とほぼ一致す る.こ れ に対 して ラ ドロ フ拓影 は,碑 陰の下 三分 の

一が欠けてい るこ とに留意すべ きである .

碑 陰の モンゴル文 は,碑 石の中央,碑 頂 か ら12cm～60cmの 部 分に行 間6cmで

4行 記 されてい る.碑 頂 か ら60cm以 下,最 下部 に到 る までは全 幅にわた って漢

文が刻 されて いた と思 われ るが,先 述の とお り,全 体 に磨耗が激 しく,左 半分

には文字の痕跡す ら残 っていない.碑 頂 か ら120cm～180cmの 部 分 には,羅 振 玉

が 『和林 金石録』校勘記 で指摘 す る とお り,チ ベ ッ ト文字 の仏呪Olpmanipad

meh崩mが3行 にわた って刻 されてお り,そ の下 に刻 されていたはずの漢文 を解

読す るこ とは,か な り困難であ る.チ ベ ッ ト文字の仏呪 を刻する際に,意 図 して

碑面 を削 ったのであろうか.ま た,付 近 に亀鉄 ない し基台 は見あた らなかった.

4.モ ンゴル語資料 と しての特徴

本碑は13～14世 紀モンゴル支配時代のモンゴル語資料のなかで,14世 紀前半

～中葉の順帝 トゴンテムルToγontem廿r治 世(13334370)下 につ くられた一連
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の漢蒙対訳碑のグループに含まれる.こ のグループに含まれる漢蒙対訳碑 とし

ては,(D『 皇元敷賜故贈榮禄大夫遼陽等庭行中書省平章政事柱國追封葡國公張

氏先埜之碑』(元統三(=至 元元)年 乙亥;1335年),(2)『 大元敷賜故中順大夫諸

色人匠都総管府達魯花赤竹君之碑』(至元四年戊寅;1338年),(3)『 大元敷賜追

封西寧王析都公神道碑銘』(至正二十二年壬寅;1362年)と いった紀功 ・神道碑
(8)

や,先 述の(4)『敷賜興元閣碑』(至正丙戌;1346年)が 知 られており,そ の特徴

は,漢 文で起草された本文に対 してウイグル字モンゴル文によるその対訳が表

裏合壁のかたちで付されていることである.も っとも本碑の場合この条件に合

致するのは,碑 陽の漢文による碑額 「嶺北省右丞郎中総管牧糧記」が,碑 陰の

碑額位置にウイグル字モンゴル文で対訳され,記 されている点だけであ り,碑

陽末尾5行 のウイグル字モンゴル文については,碑 陽漢文のダイジェス トととも

に,漢 文部分には存在 しない新たな内容 も含んでいるため,別 形式 とみなすべ
(9)

きだろう.こ の点で,本 碑 と同じ1348年 に成立 した 『磨理州重修鷹用碑銘記』

は,漢 文末尾にウイグル字モンゴル文2行 が刻され,そ の内容が漢文本文の対訳

ではないことから,本 碑碑陽と同 じ形式と言えるかもしれない.し か し,む し

ろここで指摘 したいのは,こ のような漢文文書の末尾に漢字漢文以外の文字 と

言語(ウ イグル字モンゴル文 ・パスパ字モンゴル文 ・ウイグル字ウイグル文 ・ア

ラビァ字ペルシア文など)で1行 ～3行 添え書 きするという形式が,「濟源十方大

紫微宮驚 旨碑」(庚子;1240年)を 皮切 りに,本 碑の碑陽に到るまで,モ ンゴル
(10>

支配時代 を通 して存在 していた可能性である.

書体上の特徴

本碑のウイグル字モンゴル文は,「14世 紀 ウイグル字碑文体」と称すべ きウイ

グル字体で刻 されている.

(8)こ れ ら の 漢 蒙 対 訳 碑 は,ク リ ー ブ ス に よ っ て 詳 し く研 究 さ れ た,seeCleaves1949

[=(3)】,1950[=(1)】,1951[=(2)],1952[=(4)],

(g)Cleaves1967.

(10)See中 村 ・松 川Igg3,p.25,n.62.
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モンゴル人がウイグル字を借用 してモンゴル語を記し始めた13世 紀前半にお

いて,ウ イグル語を記すウイグル字の手写体は,半 楷書体か ら草書体への移行
(11)

段階にあり,こ の両者を折衷 した半草書体が見られていた.B世 紀のモンゴル

人は,ま さにこの半草書体ウイグル字を借用 してモンゴル語を表記 し始めたの

であ り,13世 紀のウイグル字モンゴル語資料は,原 文書 ・碑刻を問わず,等 し

く半草書体で書かれている.そ の特徴は,aleph('),taw(T),waw(W),pe(P),kaph

(K)と いった文字素graphemeに 見られる右下が りのベクトルが程良く保たれ,

語末のaleph('),nun(N)の 直線部分に丸みが残っている点にある.こ れに対 し

て,14世 紀の ウイグル字モンゴル語資料は,手 写本と碑刻 とい う残存形態に

よって,書 体が裁然 と分れるようになる.手 写本では,上 述の半草書体におけ

る右下が りのベクトルがほとんど消滅 して草書体 となり,碑 刻では,半 草書体

における語末のaleph('),nun(N)の 丸みがなくな り,ほ ぼ直線となって,全 体

として下方向に引 き伸ばされた形になる.

この14世 紀の写本と碑刻の書体は,そ れぞれ,ウ イグル語資料 を見てもモン

ゴル語資料を見ても極めて画一的であ り,言 語的特徴を抜 きにして書体だけを

問題にした場合,ど ちらの言語で書かれているのか判別が困難なほどである.
(12)

筆者が 「14世紀ウイグル字碑文体」と称する所以はここにある.

5.碑 陰(verso)モ ン ゴ ル 文 テ キ ス ト(seeP1.Xl)

vOILYKPWYSYNK-WN

Ling-bui碁ing-un

嶺 北 省 の

(11)ウ イグル字ウイグル語の書体の分類 と,そ れによる時代判定については,森 安1994,

pp.66-67を 参 照.

(12)モ ンゴル語の例として,先 述の漢蒙対訳碑4点 及び本碑などがあ り,ウ イグル語の

例 としては,「重修文殊寺碑」(1326年),「 亦都護高昌王世勲碑』(1334年),「 居庸關六

饅合壁造塔功徳記碑」(1345年)が 挙げられる.
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vO2YYWCYNKT'MWK'

yiu一乙ingTemUge

右 丞 テ ム ゲ

L'NKCWK

lang一～iung

郎 中

vO3SWNKKWNMWS'βYRNWY'T・T'N

sunggonMusavirnoyad。tan

総 管 ム サ ヴ ィ ル ノ ヤ ン た ち

Y'NKKY

Janggi

ジ ヤ ン ギ

XWWCWK

qOO-Cロng

が 和 中

vO4"MWNXWRYY'XS'N-WTWL'

amunquriyaγsan-utula

糧 を 集 め た.た め に

PYYT'SP'YYXWLP'

biitasbayiγulba

碑 石 を 建 て た.

語註

◆vO1:Ling-bui蓉ing

漢 字 「嶺北省 」の音 写.碑 陰 モ ンゴル文の内容が,碑 陽漢 文の碑 名 「嶺北省

右丞郎 中総管牧糧 記」の対訳 であるこ とに気づ けば,固 有名詞の比定 は容易 で
(13)

あ る.Ling-buiは 灘 対訳碑(1),1.13に 在 繍 み(そ こではL姻KPW).た

だ し本処の綴.り字LYKPWYは 注 目に値す る.同 じ単語 が本碑碑 陽の3行 目で

は,LYNKPWYと 綴 られ てお .り,「嶺」字の音写 形 と してLYKとLYNKの 並

存が在証 されるか らである.そ こで本碑 において,鼻 音韻尾4ngノ を持 つ漢字 の

音写形 を精査す る と,以 下 の結果 を得た.vOl:LYKLi(n)g「 嶺 」;vO1:SYNK

蓉ing「省 」;vO2:CYNK己ing「 丞 」;vO21L'NKlang「 郎 」;vO2:CWK乙u(n)g「 申」;

(14)

vO3:SWNKKWNsunggon「 総 管 」;vO3:CWKこu(n)9「 中 」;rO2:NYKNi(n)9「 寧:」

lrO3℃YNKこing「 政 」;rO3:LYNKPWYLingbui「 嶺 北 」;rO3:SYNK:WN首ingun

「省 の 」;rO3:CYKこi(n)g「 丞 」;rO4:L'NKCWKlangこu(n)g「 郎 中 」;rO5:NYK

ni(n)g「 寧 」;rO5:SWNKKWNsunggon「 総 管 」;rO5:XWCWKqoこu(n)g「 和 中 」.

「嶺 」がLYK,LYNKと 二 様 に 書 か れ る の は,「 嶺 北 」 を 分 か ち 書 き に す る か

(13)S㏄Cleaves1950,p.112,n.63.

(14)新 た にNi(n)gと 読 ん で 「寧 」に比 定 す る こ とに つ い て は 後 述 す る.
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否かという環境の違いがあるので措 くとしても,「丞」がCYNK,CYKと 二様

に書かれるところから見ると,こ れらのウイグル字綴 りは,当 時のモンゴル人

が中原音を取 り入れ,実 際に使用 していた際の現実を反映しているように思わ

れる.同 様の現象 として,同 時代の半草書体及び草書体ウイグル字ウイグル語

において,語 末の 一NKが しば しば 一Kと表記される点が指摘できるが,そ の理

由が言語事実の反映なのか,単 なる 「書 きぐせ」であるのかはまだわかってい

ない.こ の現象は,ハ ミルトンHamiltonが 指摘 したように,10世 紀の敦煙出土
(15)

ウイグル字ウイグル語文書において早 くも見られていた.い ずれにせ よ,本 現

象は,(パ スパ字や漢字だけでなく)ウイグル字で書かれた13～14世 紀の先古典

期モンゴル文語資料 もが,当 時の中期モンゴル語の言語事実を反映していた,
(16>

という筆者の主張にとって新たな検討材料 となるものである.
(17)

蓉ing「省 」は漢蒙対訳碑(3),1.2に 在 証 済み.

「嶺北 省」について は,『 元 史想巻24,仁 宗 本紀1,皇 慶元年 【1312年 】二 月甲
(18)

戌の条に,「和林省を改めて嶺北省と爲す」とあ り,巻58,地 理志10,「 嶺北等

庭行中書省統和寧路総管府」以下,カ ラコルムの行政管轄が述べ られるなかに,

「皇慶元年,嶺 北等庭行中書省に改め,和 林路総管府を改めて和寧路総管府と爲
(19)

す 」 とあ る.

◆vO2-03:yiu一 乙ingTemUgelang一 δungJanggisunggonMusavir

yiu.こing「右 丞」,lang一こung「郎 中」,sunggon「 総 管」につい ては,既 に漢 蒙対
(20)

訳 碑(3),11.2,32,37に そ れぞれ在証済み.一 方,Tem鷲ge,1anggi,Musavir三 者 に

ついては,碑 陽漢文 中にそれぞれ 「資政大夫右 丞帖木□」(第8行),「 □ □□□

□ □□□吉」(第8行),「 嘉 議大夫和寧路総管 木薩飛 児」(第9行)と 現 われ る.

(童5)Hamilton1986,TomeI,pp92,103.

(16)松 川1995,P.111.

(17)Cleaves1949,p.95,n.10、

(18)「 元 史 』明 洪 武 刊 本(百 袖 本 二 十 四 史,壷 湾 商 務 印書 館),本 紀24,18b.

(19)『 元 史 』明 洪 武 刊 本(百 袖 本 二 十 四 史,壷 湾 商 務 印書 館),志10,38b-39a.

(20)Cleavesl949,p.97,n.16;p.117,n.141;p.121,n.171.な お,ク リー ブ ス は 「郎 中」

の ウ イ グ ル 字 形 をlangjungと 転 写 す るが,実 際 に はL'NKCWNKと 刻 さ れ て い る点

に 注 意 を喚 起 した い.14世 紀 前 半 の 漢 蒙 対 訳 碑 にお い て,語 中 の ご音 と 」音 をC字

と 」字 で書 き分 け る シ ステ ム は未 だ確 立 さ れ て い な い.
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◆vO3:qoo一 ～lung

モ ン ゴル語資料 中には在証 され ていないが,本 碑立石の背景か らみ て,漢 語

「和 中」の音写 に間違 い ない.同 じ語が,rO5で はXWCWKqo6u(n)gと 分 か ち

書 きされず に綴 られている.「 和 中」は,稲 羅,中 羅 と同義語.古 典漢語 として

それ ほ どポピュラーではないが,本 碑碑 陽漢文 中に3回(第7行,第13行,第lg

行)現 われているこ とよ り,そ のままモ ンゴル語に取 り入れ られた と思われる.

元 朝官吏のハ ン ドブ ックとして有名 な,徐 元瑞(撰)『 習 吏幼學指南』には,「 和
(2D

中:物 斜 を以 て官 よ り投羅す るを謂 う」とあ る.

◆vO4:biitas

「碑 石」の意.漢 語 の 「碑」と古代 ウイグル語 のtaヨ 「石」か らなる.す でに漢
(22)

蒙対訳碑(3),1.2に 在証済みであるが,こ の混成語は,漢 蒙対訳碑 よりも成立

の早いウイグル字 ウイグル語碑文 『重修文殊寺碑』(1326年)1.21に すでに見え
(23)

て い るので,ウ イグル語か らモ ンゴル語 に入 った もの と思 われ る.

6.碑 陽(recto)漢 文 ・モ ンゴル文テ キス ト

次頁は,ラ ドロフの拓影に基づいて筆者が著録 した碑陽である(た だし碑額は

提示 していない).も とより原碑に基づかないため,暫定案にす ぎない.録 文に

あたっては,李 文田の漢文録文 とリゲティのモンゴル文録文をそれぞれ参照 し

た.

碑陽(recto)モ ン ゴル文テ キス ト

rOIY'K'Z'WRD'一SWN

yekesordas-un

大 オ ル ダ の

(21)楊 訥(貼 校)「 吏 學 指 南(外 三 種)』 漸 江 古 籍 出版 社1988年(元 代 史料 叢 刊),p.121.

な お,「 和 中」につ い て は碑 陽 漢 文 中 に もそ の語 義 が 説 か れて い るの で,歴 史 的研 究 は

碑 陽 漢 文 の 釈 読 と と もに続 稿 で行 な う こ と とす る。

(22)Cleaves1949,p.93,n.L

(23)取 世 民 ・張 賓 璽1986,p.260.
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rO2

rO3

幽

rO5

'WM'K'YNYK 一'WNK-WWNM'D'LWNKWYK'P'L'X'SWN.'

UmekeiNing-ong-uunmede1-OnK6kebalaγasun.a

フ メ ケ イ 寧 王 の 支 配 の ク ケ ・バ ラガ ス ン に

S'XWXWLWX∴D'N

saγuquluq-a-dan

居 る?た ち

SYCYNKT'YβWLYNKPWYSYNKWNYYWCYKT'MWK'

si-6ingdaivuLingbuiぎingunyiu一 δingTbm逝ge

資 政 大 夫 嶺 北 省 の 右 丞 テ ム ゲ

C'WL'T'YβWSWWYYWSY-YYNL2NKCWKY'NKKY

こeuledaivusoo-yiu-si-yinlang～iungJanggi

朝 列 大 夫 左 右 司 の 郎 中 ジ ャ ン ギ

K'YYT'YβWXWWNYKLWW-YYNSWNKKWNMWS'βYR

ge-yidaivuQo(トningluu-yinsunggonMusavir

嘉 議 大 夫 和 寧 路 の 総 管 ム サ ヴ ィル

NWY'N-D'NSWNKXWCWK"MWWY肌'"NK'一Y

nOyap一昼anSUngqOこUngamUUi[qUla?

ノヤ ン た ちが?和 中 糧 の た め に

,V肌 冊VYW!〃1〃 〃D,R1/1

'
髄1髄廿jo〃 ノ 〃Z!dar〃ノ

語註

◆rO2:UmekeiNing-ong

リゲ テ ィはUmekeiこing-ong('WM'K'YCYNK'WNK)と 読 んだが,ラ ドロフ

拓影 を仔細 に検討 して も,CYNKの 冒 頭 はsadhe(C)字 に 見えない.む しろこ

の語 は,rO5:XWWNYKqoo-ning「 和 寧」のNYKと そ っ くりである.一 方,

rO5:XWWNYKqoo-ning「 和 寧」と読 む ことの正 しさは,碑 陽漢文第9行 の「嘉

議大 夫和寧 路総管 木薩飛鬼 」 との対応 に よって確 認 され るの で,リ ゲ テ ィの

CYNKはNYKと 訂 正 で きる.

と ころで,ペ リオPelliotと ア ム ビスHambisは,『 聖武親征 録』への訳註 にお
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いて,『 モ ンゴル秘史』第152節 に2回 現 われる形容詞 「忽蔑該」htima'gb'i(傍 訳

は 「臭」)が,『 元史」巻29,泰 定 帝本紀 に現 われる右丞相 「旭遭傑」のモ ンゴル

(24)

語原語である可能性を指摘した.一 方,こ れに先だって,屠 寄は 『蒙兀児史記』

において,泰 定年間の右丞相旭逼傑と別人物 として,『元史』巻43,順 帝本紀

6,至 正13年(1353年)十 二月己亥の条に,「寧王旭滅該」とあるのに注目し,寧
(25)

王闊闊出K6k66Uの 末商に旭滅該を加えていた.

寧王旭滅該は 『元史』順帝本紀 のこの条だけにしか現われないため,『元史』

巻107宗 室世系表への訳註を 『蒙兀見史記』に拠 りつつ行なったペ リオ ・アムビ

スも,旭 滅該の原語がモンゴル語フメゲイhtima'ga'iであることを示唆 したのみ

で,宗 室世系表の寧王闊闊出位,『 元史』巻108諸 王表の寧王の条ともに現われ
(26)

ない寧王旭滅該 については,屠 寄の見解を引用するに止めたのであった.

翻って,本 処の'WM'K'YをUmekeiと 読み,『モ ンゴル秘史』や 『元史』に

漢字音写で現われる中期モンゴル語の 繊禰顧'に 対応させることは,綴 り字の

合致か ら問題ない(ウ イグル字は中期モンゴル語の語頭の1h!一を表記 しない),

次に,本 処 をUmekeiNing-ongと 読むことによって,こ の人物が屠寄によって

注 目された 「寧王旭滅該」と同一人物である可能性が高まる.最 後に,問 題の

『元史』巻43,順 帝本紀6,至 正13年(1353年)十 二月己亥の条における寧王
フ メ ケ イ

旭滅該に関する記述
フ メ ケ イ オ ル ダ ス

寧王旭滅該,大 斡耳朶思に還 り,金 繋腰一 ・紗一千錠を賜う.

と,本 碑rO1:「大オルダのフメケイ寧王の支配下の_」を勘案すれば,時 代的に

は5年 の差があるものの,モ ンゴリアにおいて大オルダを守るフメケイ寧王の実

在が,相 互に検証 されうるのである.

(24)PelliotetHambis1951,p.243.

(25)屠 寄r蒙 兀 児 史 記 」巻76,忽 必 烈 汗 諸 子 傳.(上 海 古 籍 出版 社 ・上 海 書 店(編)「 元 史

二種 」(二),1989年,上 海,p.512.)

(26)PeniotetHambis1945,p.159,
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おわ りに

本稿の目的は,本 碑の碑陰モンゴル文の解読を初めて公表することにあった

が,最 後に本碑立石に関わる歴史的背景について付言 したい.

クビライ以降の大元ウルス諸カーンは,大 都に遷都 したのちもカラコルムを

モンゴリァにおける要衝として重視 し,ア ルタイ方面に出兵するときには必ず
(27)

カラコルムを駐屯基地 として,こ こに穀物倉 を設置した.

順帝 トゴンテムル治世(1333-1370)下,特 に1340年 代以後,黄 河の氾濫など

の天災によって大元ウルスの経済は大きな打撃を受けていた.嶺 北カラコルム

方面も例外ではなく,至 正3年(1343)以 降,平 章政事鐡木児塔識Tem逓rta忌は,

大規模な和羅 を行ない,カ ラコルムに糧食を移送している.こ うした流れのな

かで,至 正7年(1347)に15萬 石の和中糧qoo一己ungamuが カラコルムの穀物倉

「和林倉」に移送された.本 碑は,こ の和中糧納入の完遂をもって翌年の至正8

年(1348年)8月 に立石された ものである.

「和林倉」の存在については,本 碑碑陰漢文の題名中に「和林倉 朝列大夫和

林倉提學 承宜郎和林倉同提墾」とみえることから確認でき,李 文田 『和林金

石録』にも同様の碑陰題名を持った碑文が多 く録されていることもその存在を

裏付けているが,実 態については今まで明らかにされていなかった.本 碑を総

合的に研究することによって,和 林倉の実態,さ らに,順 帝 トゴンテムル治下

のモンゴリアの情勢,特 にフメケイ寧王のカラコルムへの関与などの問題が解

明されるであろう.
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